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l　は　じ　め　に

秋田県における水稲の箱育苗による機械移植は剛口59年

で99・8％まで普及し，苗の種類では稚苗（本田面積比率

37．4％），中西（62．2），成苗（0．2）となっている1）。

健宙の育成は苗の種掛こ応じた播種量のもとで適切な管

理が必要である。しかし育苗管軌は本田作業とも重なり，

しかも天候との関係から常に待期姿勢を崩せないこと2）が

大きな負担となっている。

そこで箱育苗における育苗管理の省九台酎ヒを図るた

め，畑式ビニールトンネルによる被覆ビニールの開放時期

と苗の生育との関係について，昭和58年から59年までの2

か年にわたり秋田農試本場で試験し，2葉期開放の適応性

の高いことが認められたので，その結果の概要を報告する。

2　試　験　方　法

中生偏穂重型のキヨニシ手を供試し∴畑式ビニールトン

ネルによる被覆ビニールの開放時期は2．2．5，3彙期の3

期とした。播種量は箱当たり100，150．200タの3段階

で．中苗育苗箱を用い，4月12日に播種した。施肥は箱内

基肥にN，P205，K20とも箱当たり1．日とし，箱下に

はガ当たりN14．7，P20529．8．K2012．5gとし，追肥は

箱当たりNlgを3回施用した。育苗日数は58年が7［，

59年が9［である。被覆ビニールの開閉管理は表1に示し

たとおりである。

表1被覆ビニールの開閉管理
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3　試　験　結　果

川　育苗期間の気温経過

58年は4月の気温が高月であったが，5月は寒暖の変動

が大きかった。59年は4月下旬に一時高温の日があったは

かは全般に低温の日が続いた。霜注意報は2彙期開放後，

両年とも4回発令され，この間に最低気温が5℃を下回っ

た日が58年が5軋59年は1日であった。しかし59年の5

月上旬には最高気温10℃前後の日が3日連続2回みられた。

（21開放時期別温度の推移

被覆ビニールの開放時期と検算温度の関係について表2

に示した。通気開始から育苗終了までの積算温度は開放時

期が早いほど少なく，特に最高温度の差が大きかった。2

彙期開放の最高温度の積算値は3彙斯開放に比べ，両年と

も34℃はど少なかった。また59年は育苗期が低温であった

ため58年に比べ最高温度の積算値で110～120℃はど少な

い温度条件であった。

表2　育苗期の開放時期別積算温度（昭59）

開　 放 （月 ・日 ） 2 垂 期 2 ．5 彙 期 3 彙 期

期 間 （4 ．2 8 ） （5 ．1 ） （5 ．4 ）

通 気 開 始

～ 開 放

平 均 7 5 ．3 ℃ 12 7 ．9 16 8．2

最 高 13 9 ．6 22 6 ．6 2 8 0 ．6

最 低 1 1．8 2 9 ．0 5 5 ．4

開 放 ～

育 苗 終 了

平 均 266 ．2 2 2 8 ．5 19 3．1

最 高 3 6 5．2 3 0 4．7 2 5 7．7

最 低 16 9．3 1 4 9．8 1 28 ．1

通 気 開 始

～ 育 苗 終 了

平 均 3 4 2．0 3 56 ．4 36 1．3

最 高 5 04 ．8 5 3 1．3 5 38 ．3

最 低 1 8 1．1 1 78 ．8 18 3 ．5

ほ）宙の生育

被覆ビニールの開放時期と苗の生育との関係については

図1に示した。草丈は開放時期が早いほど小さく，開放時

期が遅く，しかも播種量が多いほどまさる傾向がみられた。

葉数，乾物重．乾物重／草丈は各開放時期とも100g捲き

がまさり．播種量が多いほど減少する傾向にあった。苗の

窒素濃度は2彙期開放の100，播きではいずれも4％以上

であったが，59年の場合にはいずれも播種童が多いほど低

下する傾向がみられた。苗の生育は全般に開放時期が遅い
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図1畑式ビニールトンネルの開放時期と
苗生育

はどまさる傾向を示したが．2葉期開放の100才播きでは

草丈は小さいが．乾物垂，窒素感度の低下が少なく，充実

度は3葉期開放並の苗であることが認められた。

（4）宙の発根力

開放時期と苗の発根力の関係について図2に示した。努

根した苗を植付け10日（58年）～11日（59年）後に抜取調

査したが，根数は開放時期の遅い苗はど多い傾向がみられ
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図2　畑式ビニールトンネルの開放時期と
苗の発根状況

た。最長棍長，地下部乾物重は各開放時期とも100g播き

がまさり，最長根長では開放時期が違いはど短かくなる傾

向を示した。2彙期開放100g播きの地下乾物垂は3彙期

開放並かまさることが認められた。

（引　本田の初期生育

開放時期の異なる苗と本田初期生育との関係について図

3に示した。茎数の推移からみると移植後15日では各開放

時期ともうす播き苗がまさり，100針播きでは2葉期開放

の分げっが多く，植付本数に対し約2倍の増加が認められ

た。この傾向は移植後26日でもほぼ同様であった。
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図3　本田の初期茎数の推移（昭59）

注．播種量（ダ／箱）I：100，Ⅱ：150，皿：200

4　　ま　　と　　め

畑式ビニールトンネルによる被覆ビニールの2葉期開放

の苗生育は草丈は小さかったが，しかし2彙期開放の100

g播きでは乾物重．窒素濃度の低下が少なく，発根程度も

3彙期開放と大差がなかった。しかも本田の生育では初期

から茎数の増加が多かったこと等から，播種量を考慮すれ

ば2糞期開放の適応性が高いものと考えられる。
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